
注）インクルーシブな学校運営の「おさえ」「目的」「目標」は、文科省や道教委が定めたものではなく、B

地区の事業推進に必要な指針として、昨年の取組を踏まえて独自に整理したものです。 

「インクルーシブな学校運営モデル事業」推進の基本的な考え方 

〇 インクルーシブな学校運営のおさえ 

【実践の観点】  

1. 学校経営上の重点化 

2. 趣旨や目的・目標の共有 

3. 保護者への説明 

4. 推進組織の編成 

5. 連携・協働のためのルールづくり・運用 

 

〇 インクルーシブな学校運営の目的 

【実践の観点】 

1. 教職員の意識調査 

2. 生徒の意識調査 

〇 インクルーシブな学校運営の目標 

【実践の観点】 

1. 既存の学校間交流の改善 

2. 生徒の興味・関心や教育的ニーズを踏まえた教科領域における取組 

3. 生徒会活動や部活動など１、２以外の取組 

 

【実践の観点】 

1. 初任段階教員研修の活用 

2. 公開研究会や校内研修の活用 

3. 連携校の教育資源を活用した１、２以外の取組 


